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　體 の腹 面 は黒 色 、 背而は黄碣色 、 頭部 、 觸 角 、 前 胸 背前線及 び 三 縱 條は黒

色 、 觸 角は鵬長の 孕 に達 し、 第 二 及 第三 篩 は短 く、 略同長 、 第四節は僅 に長

く 、 末 端σ）二 篩 は細 く且 つ 最 も長 い 。 前胸 背は長 さε 幅殆ん 量 等 し く、 略 四

角 形 、 兩 側 は 大 約眞直な る も中央部か ら基部 に か けて 少 し く内方 に凹 み 、 前

後 兩線 は 略眞 直で あ るo 前胸 背上 に は 點刻 な く、 中央 に深 い 黒條縱 走し 、 其

の 兩側を同 じ く二 黒條 が斜走す るQ 稜駄部は 長 く、 黒 色 、 細 か い 絹状の 軟 毛

に被 は れ て ゐ る。 翅鞘に は二 條づ L か らなる五 ケ の黒色點刻列 が あ り、 開 室

蝕 隆起 す るo 簿鞘端 は截形 で 、 外 角は突 出 して黄 褐色の 著 しい 刺を なすo 後

脚第一
附節は第二 第三 兩節合せ た る ε 同長 。 腿節」脛節 及 び附節 の 末端は嗜

色 o 體長 4．4mm ，

　終 りに 、 この 珍 ら しい材料 を供給 され た 岡 田彌
一
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して お くo（西 ケ原農事試驗揚に て o）
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本誌前號 に佐藤覺氏及矢野 先 生 に よ つ て 、 テ ウ セ ン ギ ン グ ヂバ チ 及 ヂ ガ バ

チ の 寄 生蝉の觀察が載つ て居た の で 、 私 も咋年八 月伊豆 大島で 觀察 した キ ヲ

ぜ ベ ツ コ ウ バ チ の 寄生蠅 に就 い て少 し書て見 るo

N 工工
一Eleotronlo 　 Ll

卜


